
戦
時
経
済
体
制
下
に

お

け
る

産
業
組
合

-
群
馬

県
西

横
野
村
を

例
と
し

て

ー

( 57 ) 戦時経済 体制 下 に お け る 産業組 合

は

じ
め

に

昭

和

農
業
恐

慌
を

契
機
と

す
る
一

九
三

〇

年
代
の

産
業
組
合

は

(

1
)

農
業
の

国

家

独

占

資
本
主

義
的

再

編

成
の

中
心

的

役
割
を

果
す

｡

す
な

わ

ち
､

戦
争
経
済
の

進

行
の

中
で

､

と

く
に

昭

和
十

年
代
に

お

い

て

日

本

農
業
ほ

､

流
通
過

程
を

系
統

産
業
組
合
が

一

元

支

配

し
､

生

産
過

程
を

農
事
実
行

組
合
が

二
刀

支

配

す
る

と
い

う
新
た

な

生

産
力

体

系
の

強
権
的
構
築
が

完
成
さ

れ

て

ゆ

く
｡

わ

れ

わ

れ

は
､

日

本
フ

ァ

シ

ズ

ム

の

本

質
究
明
の

た

め

に
､

又

戦
後
の

経
済
構
造
を

展
望
す
る

上

で

も
､

戦
時
経
済
体

制
下
に

お

け
る

農
業
の

編
成

替
の

実
態

､

国
家
の

新
た

な
生

産
力

構
想
を

明

(

2
)

ら

か

に

す

る

こ

と
は

現

在
不

可

欠
の

課
題
で

あ

る

と

考
え

る
｡

森

武

暦

本

稿
は

､

昭

和
十

年
代
の

戦
時
経

済
体
制
下
に

お

け
る

産
業
組

合
の

実

態

と

機
能
を

群

馬
県

碓
氷
郡

西

棟
野
村
の

個
別

事
例
を

通

し

て

具
体

的
に

明

ら
か

に

し

て

ゆ

き

た

い
｡

そ

の

中
で

先
の

課
題

に

接
近
し

日

本
フ

ァ

シ

ズ

ム

の

社

会
経

済

過

程
の

一

断
面

を

明

ら

か

に

し

た

い

と

考
え

る
｡

昭

和
十

年
代
の

農
村
史
は

､

今
ま

で

農
民

諸

階
層
の

具

体

的

動

向
を

明
ら

か

に

し

た

研

究
が

殆
ど
な
い

こ

と

に

も

よ
っ

て
､

政

策

史
的
立

場
に

よ

る

統
制

と

管
理
の

対

象
と

し

て

の

農
民

､

恐

慌
の

打
撃
と

統
制
経

済
下
の

没

主

体

的
で

他

律
的
存
在
と

し

て

の

農
民

像
が

考
え

ら
れ

て

き

た
｡

こ

こ

で

は
､

昭

和
十

年
代
前
半
の

農
村

を

景
気
の

回

復
と

農
民
の

新
た

な

自
律
的

動
き
を

評
価
す
る

な
か

で
､

フ

ァ

シ

ズ

ム

の

統
合
と

対

抗
と
い

う

日

本
フ

ァ

シ

ズ

ム

本

来

脱
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の

矛

盾
の

構
造

を

明

ら
か

に

す
る

こ

と
が

狙
い

で

あ

る
｡

し

か

し
､

本

稿
は

政

治

過

程
そ

の

も
の

は

ふ

れ

な
い

し
フ

ァ

シ

ズ

ム

論
を

扱

ぅ

も
の

で

な
い

｡

昭

和
恐

慌
以

降
､

農
村

再

建
の

中
枢
機
関
と

し

て

国
家
に

よ

り

積
極

的
に

推
進
さ

れ

た

産
業
組
合

拡
充

運

動
を

次

の

二

点
か

ら

明
ら
か

に

す
る

も
の

で

あ

る
｡

第
一

は
､

上
か

ら
の

政

策
の

浸
透
を

在
地
で

受
け

と
め

る

産

業
組

合
の

担
い

手
の

問
題

､

第
二

は
､

産

業
組
合
の

経
営
分

析
に

よ

る

農
業
再

編
の

実

態
の

問

題
で

あ

る
｡

以

上
の

二

点
に

課
題
を

限

定

す
る

｡

(

1
)

栗

原

百

寿

『

現

代
日

本

農
業
論
』

上
､

青

木

文

庫

版
､

二

七

頁
｡

(

2
)

拙

稿
｢

日

本
フ

ァ

シ

ズ

ム

の

形

成

と

農

村

経
済

更
生

運

動
+

(

一

九

七
一

年
度
『

歴

史
学
研

究
』

別

冊

特

集
)

で
､

若
干

明
ら

か

に

し

え

た
と

思

う
が

､

本

稿
で

引

稚
い

で

具

体

化
し

た

い

｡

一

戦

時
経
済
体

制
と

産

業
組

合
拡

充
運

動

戦

時
経

済
体

制
の

成

立
は

､

日

中
戦

争
後
の

昭

和
十
二

年
九

月

軍
需
工

業
動
員
法
(

施
行
)

･

輸
出
入

品

等
臨
時

措

置

法
･

臨

時

資
金

調

整
法
の

戦
時
統

制
三

法
の

公

布
さ

ら
に

翌

年
四

月
の

国

家

総
動
員
法
公

布
を

含
め

､

昭

和
十
二

､

三

年
を

画

期
と

す

る
｡

こ

(

1
)

れ

を

｢

国
家
の

生

産
部

面
の

内
部
へ

の

引
き

ず
り

こ

み
+

と

し
て

(

2
)

国

家

独

占

資
本
主

義
へ

の

移
行
が

確

認
さ

れ

て

き

た
｡

｡

れ

に

対

し
､

農
業
部
門
へ

の

国

家
の

直
接
的
介
入

は
､

日

本

減

資
本
主

義
と

半
封
建
的
土

地

所
有
の

矛

盾
を

反

映
し

て

早

期
に

顕

在
化

す
る

｡

大
正

十

年
米
穀
法

､

昭

和
八

年
米
穀
統
制
法

な

ど
が

そ

れ

で

あ
っ

た
｡

し
か

し
､

本
格
的
に

戦
時
経
済
体
制
へ

の

移
行

を

示
す

も
の

と

し
て

は
､

昭

和
十

一

年
の

米
穀
自

治

管
理

法
､

十

二

年
臨
時
肥
料
配

給
統

制
法

､

十
三

牛
虎

地

調

整

法
で

あ

ろ

う
｡

す

な

わ

ち
､

恐

慌
期
に

あ

ら
わ

れ

る

価
櫓
(

維
持
)

政

策
か

ら
､

日

中

戦
争
後
の

増
産
政

策
へ

の

転
換
を

注

目

せ

ね

ば

な

ら
な
い

｡

こ

れ

は
､

恐

慌
に

よ

る
一

時
的
な

社
会
政

策
的
対

応
か

ら

積
極
的

な

総
力

戦
体

制
へ

日

本

農
業
を

組
み

込

ん

で

ゆ

く

過

程
で

あ

る
｡

農
業
生

産
力
拡

充
を

中

心

と

し
た

増
産

､

肥

料
配

給
､

労
働
力

供

出
､

農
産

物
統
制

な

ど

中
央
集
権
的
な

戦
時
経
済
体

制
が

形

成
さ

れ

て

ゆ

く
｡

と

く
に

､

産
業
組
合
が

担
う

農
業
流
通
政

策
に

つ

い

て

み

て

み

る
｡

早

く

は
､

昭

和
五

年
に

産
業
組
合
の

肥

料
購
買
事
業
に

た
い

し
て

補
助

金
を

交

付

す
る

肥

料
配
給
改

善
助

成

規
則
が

出
さ

れ

て

い

る
｡

さ

ら
に

､

先

に

の

べ

た

十
二

年
の

肥

料
配

給

統
制
法
に

よ

り

硫
安

販

売

会

社
が

撃
止

さ

れ

産
業
組
合
へ

の

結
び

つ

き
が

強
ま

っ

た
｡

又

十
四

年
か

ら

肥

料
配
給
割
当

制

度
に

よ
っ

て
､

産
業
組

合
系
統
と

商
人

系
統
に

五

対

五

の

配
分

が

決
定
さ

れ

る
｡

昭

和
九
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年
が

､

三

対

七

で

あ
っ

た

の

に

比
べ

て
､

産
業
組
合
の

取

扱
の

急

増
を

示

し
て

い

る
｡

十
五

年
に

は
､

肥

料
配
給
の

国
策
会
社
と

し

て

日

本

肥

料
株
式
会
社
が

設
立

さ

れ
､

十

九

年
に

は
､

遂
に

商
人

系
統
を

駆
逐
し
て

同

会
社
に

中
央
ほ

一

本

化

し
､

地

方
で

は

商
人

を

切

捨
て

産
業
組
合
に

一

本
化
さ

れ

る
｡

次
に

､

米
穀
に

つ

い

て

も
､

先
の

米
穀
自
治

管
理

法
に

よ
っ

て

法
的
に

産
業
組

合
が

民

間
の

管
理

機
関
と

し
て

奨
励
さ

れ

る
｡

十

四

年
に

は
､

米
穀
配
給
統
制
法
の

公

布
､

十

五

年
に

米
穀
管
理

規

則
の

公

布
に

よ

る

国

家

管
理
の

実
施
に

よ

り

産
業
組
合
が

統
制
機

関
と

な

る
｡

麦
類
に

つ

い

て

も
､

昭

和
十
五

年
に

販

売
統
制
規
則

に

よ

っ

て

産
業
組
合
に

集
荷
さ

れ

て

ゆ

く
｡

そ

し

て

食

糧
全

体
に

つ

い

て

昭

和
十
七

年
に

食
糧
管
理

法
に

よ

り

国

家

管
理
が

実

施
さ

れ

る

の

で

あ

る
｡

以

上
の

よ

う
に

､

農
産
物
全
体
に

わ

た

る

流
通

統
制

が
､

つ

ね

に

上
か

ら

産
業
組
合
を

統
制
機
関
と

し
て

な

さ

れ

て

い

る

こ

と

が

わ
か

る
｡

と

く
に

十

五

年
段
階
が

そ

の

画

期
で

あ

る
｡

そ

こ

で

問

題
は

こ

の

よ

う
に

上

か

ら
の

育
成
に

よ

る

産
業
組
合
を

民

間
で

担

う

側
に

あ

る
｡

国
家

的
保
護
の

中
で

農
民

を

下
か

ら

組
織
し

対

応

し

う
る

担
い

手

と
そ

の

矛

盾
を

明
ら
か

に

せ

ね

ば

な

ら

な
い

｡

産
業
組

合
の

組
織
的
整
備
が

す

す
め

ら

れ

る

の

ほ
､

昭

和
七

年

四

月
の

第
二

十

八

回

全

国

産
業
組
合
大

会
で

産
業
組
合
拡

充
五

ケ

年
計
画
が

決
定
さ

れ

て

か

ら

で

あ

る
｡

そ

し
て

そ

の

実

施
細
目
が

同

年
九

月
に

決

定
さ

れ
､

八

年
か

ら

実

行
に

移
さ

れ

た
｡

さ

ら
に

､

こ

の

五

ケ

年
計

画
は

､

昭

和

十
三

年
か

ら
､

三

年
延

長
さ

れ

る
｡

こ

う
し
て

､

十
二

年
に

は
､

農
民

の

六

五

%

を

組
織
し

､

十
五

年

(

3
)

に

ほ
､

ほ

ぼ

全

農
民

を

お

お

う
よ

う
に

な
っ

た
｡

産
業
組

合
拡

充

運

動
は

､

昭

和
七

年
十

月

か

ら

政

府
･

農
林
省

の

恐

慌
対

策
と

し
て

実
施
さ

れ

る

農
山

漁
村

経
済

更
生

計
画

と
一

体
と

な
っ

て

開

始
さ

れ

る
｡

そ

れ

は

当

初
､

恐

慌
に

よ

る

農
村
の

打
撃
が

階
殻
闘

争
を

激
化

し

て

国

家
の

基
礎
を

掘
り

く

ず
す
こ

と

に

対

す
る

対

応
で

あ
っ

た
｡

当

時
産
業
組
合
中
央
会
の

主

事
で

あ

り
､

産
業
組
合
運

動
の

中
心

的
イ

デ

オ

ロ

ー

グ

で

あ
っ

た

千

石

興

太

郎
は

次
の

よ

う
に

認

識
し

て

い

た
｡

｢

更
に

今

後
益
々

重

加
す
べ

き

資
本

主

義
経

済
の

圧

迫
に

対

し

て

中
小

産
着
の

経
済
生

活
を

独

自
の

立

場
に

於
て

向

上

せ

ん

が

為

め

…
･

‥

産
業
組
合
の

拡

充
が

一

日

も

ゆ

る

が

せ

に

す
る

こ

と
の

で

(

4
)

き

な
い

重

要
事
な
の

で

あ
る
+

と

し
て

､

中
小

産
着
の

立

場
か

ら

恐

慌
の

打
撃
を

介
し

て

反

資
本

主

義
的
姿
勢
を

呼
び

か

け
､

農
民

(

く
じ

の

｢

自

発
性
+

を

引
き

出
し

産

業
剋
合
に

組
織
化
し

､

そ

の

こ

と

朗
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に

よ

っ

て
､

薦
村
に

お

い

て

協
同
取

合

精

神
に

よ

る

｢

隣

保

共

助
+

イ

デ
オ

ロ

ギ

ー

を

注
入
し

､

地

主
･

小

作
間
の

階

級
対
立

を

隠
蔽
し

て

ゆ

く

役
割
を

果
す

｡

明
ち

か

に
､

小
ブ

ル

ジ

ョ

ア

の

活

動
性
に

依

拠
し

な
が

ら
､

そ

れ

を

反

動

的
に

敵
城
化
し

て

ゆ

く
フ

ァ

シ

ョ

運

動
的
性
椿
を

有
し

て

い

た

と

い

え

よ

う
｡

産
業
組
合

拡

充

運

動
の

主

要
目

標
は

以

下
の

通

り
で

あ

る
｡

す

な

わ

ち
､

一

町
一

組
合

､

未
設

置
町

村

解
消

､

全
員
民
の

加
入

､

四

種
兼
営
(

信
用

､

販

売
､

購
買

､

利
用
)

組
合
の

確
立

､

系
統

機
関
へ

の

利
用

､

四

種
事
業
の

拡

大

と
い

う
も
の

で

あ

る
｡

こ

れ

に

よ
っ

て

行
政

町

村
区

域
に

照

応

し
て

農
民
の

経
済
生

活
を

組
織

化

し
て

ゆ

く
こ

と

が

図
ら

れ

る
｡

こ

の

計

画
に

お

い

て

産
業
組

合
の

担
い

手
た

る

理

事
､

監

事
に

つ

い

て

次
の

よ

う
に

指
示

が

な

さ

れ

て

い

る
｡

｢

被
選

者
の

資
格
と

し
て

は

人

格
､

技
能

及

活

動
力
に

最
も

重

き

を

置
き

情
実
を

排
し

適
材

を

挙
ぐ
る

こ

と
｡

適
任

者
た

る

資
格

を

有
す
る

場
合
に

於
て

は

年
齢

､

性
又
は

社

会
的
地

位
の

如
何

を

(

5
)

問
わ

ず
選

任
す
る

こ

と
｡

+

と

あ

り
､

と

く
に

｢

技
能
及

活

動

力
+

と
い

う

機
能
面
が

重

視
さ

れ
､

伝
統
的
な

｢

社
会

的
地

位
+

と

か

か

わ

ら

ず
に

農
村
の

新
し
い

層
が

進
出
す
る

条
件
が

つ

く

ら
れ

た

と
い

え

る
｡

産
業
組
合
の

設
立

拡
充
と

な

ら

ん

で

系
統
化
も

追

求
さ

れ

た
｡

朗々
ソ

ニ

れ

は
､

全

席
連

､

全

版

連
､

中

央
金

庫
､

中
央
会
へ

の

下

叔
産

業
組
合
の

組
織
化

で

あ
っ

た
｡

と

く
に

､

五

年
問
で

米
穀
は

農
業

倉
庫
の

拡

充
に

よ
っ

て

全

国
販

売

米
の

三

分
の

一

､

肥

料
ほ

､

全

購
連
に

単
位
組
合

取
扱

高
の

八

剖
を

集
中

す
る

こ

と

が

め

ざ

さ

れ

た
｡

こ

の

結
果

､

四

種

兼
営

組
合
は

､

昭

和
五

年
の

三

七
五

一

か

ら
昭

和

十
六

年
の

一

一

九

九

九
へ

と

約
三

ニ
ー

倍
に

伸
び

全

国
一

二

〇

〇

〇
町

村
の

殆
ど

す
べ

て

を
お

お

う
よ

う
に

な
っ

た
｡

貯
金
は

､

昭

和
七

年
の

十

億
円

､

十
四

年
､

三

十

億
円

､

十

七

年
六

十
九

億
五

千

万

円

と

急

増
す
る

｡

販

売

高
は

､

昭

和
七

年
の

二

千
万

円

か

ら

十

七

年
の

二

億
五

千
万

円
へ

､

購

買
高
は

､

同

時

(

6
)

期
に

一

千
二

百

万

円
か

ら
一

億
円

台
へ

と

急

増
す

る
｡

以
上
の

よ

う
に

､

こ

の

時
代
が

政

府
の

育
成

策
と

統

制
に

よ

っ

て

産
業
組
合
が

急
速
な

拡

大
と

充
実

を

遂

げ

た

こ

と
は

明

ら
か

で

あ

る
｡

そ

こ

で
､

こ

の

成

長
の

実

体
を

具
体

的
に

以

下
､

個
別

事

例
を

以
っ

て

明

ら
か

に

し

た

い
｡

(

1
)

井
上

晴

丸
･

宇

佐

美

誠
次

郎

『

危
機
に

お

け
る

日

本

資
本

主

義

の

構

造
』

､

六
二

頁
｡

(

2
)

国

家

独

占

資
本
主

義
の

成

立

に

つ

い

て

ほ
､

大

内

力

『

日

本

経

済
論
』

に

よ
っ

て

管
理

通

貨
制
の

実
施
に

ょ

る

昭

和

六

年
説
が

主

張
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ヽ

ヽ

さ

れ

て

い

る

が
､

こ

こ

で

は

戦

時
国

家
独

占
資
本

主

義
の

成

立

と

限

定
し

て

お

き

た
い

｡

(

3
)

農

林
省
『

農
林
行

政

史
』

第
一

巻
､

一

三

二

〇

頁
｡

(

4
)

千

石

｢

産
業
組

合

拡
充

五

ケ

年
計

画
に

裁

て
+

『

産

業

組

合
』

昭

和
七

年
十

一

月

号
｡

(

5
)

産
業
組

合

史
刊
行

会
『

産
業

組
合

発

達
史
』

第
四

巻
､

八

十
四

頁
｡

(

6
)

貴
林

省
『

前

掲

書
』

一

四

〇
三

-
五

頁
の

総

括
表

に

よ

る
｡

二

西

棟
野
村
産
業
組

合
の

設
立

は

じ

め
に

対

象
地

域
た

る

群

馬

県
碓
氷
郡

西
棟
野
村
の

概

況
を

の

ぺ

て

お

こ

う
｡

西
棟
野
村
は

､

碓
氷
郡

松
井
田

町

と

磯
部
町
の

中

間
に

あ

り
､

養
姦

製
糸

業
の

発
達
し

た

地

帯
で

あ

る
｡

と

く
に

､

南
三

社
と

し

て

有
名
な

碓
氷

社
の

中
心

的
地

域
で

あ

り
､

村
内
に

は
､

明

治
十

一

年
創
立

の

碓
源
組

､

明

治
二

十

年
創
立

の

中

瀬
組

さ

ら

に

碓
南
組
の

三

製
糸
組
合
が

あ
っ

た
｡

田

畑
の

割
合
は

､

田

八
三

町
､

畑
五

二

八

町
(

昭

和
十

一

年
)

で

畑
地
は

､

主
に

桑
作
で

あ

る

が

八

七

%
を

占
め

る

と

い

う

圧

倒

的
な

畑
作
地

帯
で

あ

る
｡

生

産
物
価
額
総
額
に

お

い

て

米

撃
一

六

%
､

養
姦

四

七

%
､

小

麦
二

四

%

で

あ

り

養
蚕
収

入
が

半
ば

に

達

し

て

い

る
｡

す

な

わ

ち
､

畑
作
地

帯
と
い

っ

て

も
､

商
品
生

産
と

し

て

の

養
蚕
業
の

著
し

く

展
開
し
た

小

商
品
生

産
者
が

広
汎
に

存

(

1
)

在
す
る

地

域
と

考
え

ら

れ

る
｡

村
内

戸
数
五

三

六

戸
の

中
で

農
業

(

2
)

は

四

四

二

戸
と

八

剖
を

占
め

､

商
業
は

三

六

戸
､

工

業
二

戸
で

あ

る
｡

所
有
規
模
別
で

は
､

五

町

以

上

所
有
が

十
一

人
で

最
高
で

軋
こ

一

十

町

程
度
で

あ

り
､

耕
作
規

模
別

で

は
､

一

町

-
三

町

経
常
が

五

九
%

を

占
め

､

全

国

平

均
が

二

九

%
で

あ

る

の

に

対

し

中

農
層
が

圧

倒
的
な

高
さ

を

示

し
て

い

る
｡

又
､

自
小

作
別

で

は
､

白
小

作

農
が

五

八

%
を

占
め

､

全

国
平
均
が

四
一

%
で

あ

る

の

に

対

し

著

(

3
)

し

く

高
い

｡

す
な

わ

ち
､

農
民

層
分

解
に

つ

い

て

は
､

寄
生

地

主

が

殆
ど

展
開
し

て

い

ず
､

自
小

作
上

層
を

中
心

と

し
た

中

堅

農
民

が

部
厚
い

層
を

な
し

て

い

た

と
い

え

よ

う
｡

次
に

､

西
棟

野
村
産
業
組
合
設
立
の

経
過
に

つ

い

て

の

ぺ

る
｡

西

棟
野

村
は

､

恐

慌
後

､

よ

う
や

く
立

直
り

を

見
せ

て

く
る

昭

和

十
二

年
度
に

県
よ

り

経
済
更
生

指
定

村
に

決
定
さ

れ
､

補
助

金

を

(

4
)

受
け

更
生

運

動
を

展
開
す

る
｡

十
二

年
四

月
に

西

横

野
村
経
済
更

生

委
員
会
が

設

立
さ

れ
､

型

通
り

村
長
以

下
､

村
議

､

小

学
校
長

､

区

長
､

薦
会

役
員

､

産
業
組

合
長

､

養
蚕
実
行
組

合
長

､

神
官
僧

侶
､

青
年
団

長
､

軍

人

分

会

長
な

ど

を

網
羅
し

た
｡

と

く
に

､

こ

の

村
で

の

特
徴
は

､

虔
事
実

行
組
合
長
の

参
加
が

殆
ど

な

く
､

養

蚕
実
行
組
合

長
が

全

て

参
画
し
て

い

る

こ

と
で

あ

る
｡

そ

れ

は

こ

の

地

域
の

性
格
を

反

映
し

て

い

る
｡

富
裕
な

養
蚕
農
民
が

こ

れ

以

減
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後
村
政
ヘ

リ

ン

ク

し
､

そ

の

エ

ネ

ル

ギ

ー

が

官
僚
的
な

再

編

吸

収

の

対

象
と

滋
る
｡

四

種
兼
営

･

村
内

一

円

産
業
組
合

と

し
て

の

西

横
野
信
用

販

売

購
買
利
用
組

合
の

挙
止

は
､

こ

の

よ

う
な

状

況
の

中
で

な
さ

れ

る
｡

更
生

指
定

村
に

な
る
一

年
前
の

昭

和
十

一

年
一

月

十
三

日

上

原

定

吉
ほ

か

七

十

名
が
剖

望
止

発
起
人

と

な

り
､

県
に

産
業
組

合

璽
止

認
可

申

請
書
を

提
出
す
る

｡

｢

理

由
書
+

と

し
て

次
の

よ

う
に

の

べ

ら
れ

て

い

る
｡

｢

近

時

経
済

界
ノ

不

況

特
二

養
蚕

糸

価
ノ

惨
落

加
フ

ル

ニ

各

地

二

頻
発
セ

ル

災
厄
ノ

余
波
ハ

本

村
更
生

途
上
二

不

測
ノ

障
擬
ヲ

来

シ

村
民
ノ

経

済
ハ

極
度
二

疲
弊
シ

之
ヲ

正

視
ス

ル

ニ

忍
ビ

ザ

ル

ノ

､

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

1

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

状

態
ニ

シ

テ

此

俵
放

置
ス

ル

時
ハ

重

大
ナ

ル

社

会
不

安
ヲ

招
来
ス

､

､

､

､

､

ヽ

1

1

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ベ

タ

寒
心
二

堪
ヘ

ザ

ル

モ

ノ

ア

リ

此

逼
迫
セ

ル

現
状
ヨ

リ

匡

救

ス

ル

為
本

村
ハ

先

ツ

各
種
産
業
相

互

間
二

於
ケ

ル

連
繋
ヲ

周

密
ナ

ラ

シ

メ

綜
合

的
且

有
機
的
二

其
ノ

発
達
ヲ

期
ス

ル

為
メ

村
ヲ

区

域

､

､

､

､

､

､

､

ヽ

1

1

1

ヽ

ヽ

ヽ

ト

ス

ル

産
業
組
合
ヲ

設
立
シ

隣
保
共

助
ノ

精
神
ヲ

基
調
ト

ス

ル

農

村
経

済
ノ

中
枢
機
関
ト

シ

其
ノ

純
正
ナ

ル

発
達
ヲ

図
り

常
二

生

産

消

費
配

合
相
互
ノ

連
絡

協
調
ヲ

保
チ

村
民

経
済
ノ

堅

実
ナ

ル

伸

長

二

資
セ

ム

ト

ス

滋
二

有
志

相

諾
り

産
業
組
合
ノ

設
立

ヲ

企
図
セ

ル

(

5
)

次

第
ナ

リ
+

(

傍
点

は

引

用

者
に

よ

る
)

｡

｡

で

は

恐

慌
の

衝
撃
に

よ

る

｢

社

会
不

安
+

へ

の

対

策
が

､

湖

｢

隣
保
共
助
+

の

｢

農
村
経

済
の

中

枢
機
関
+

と

し

て

の

産
業
組

合
の

設
立

を

生

み

出
し
て

ゆ

く
こ

と

が

よ

み

取
れ

る

で

あ

ろ

う
｡

さ

ら

に
､

村
一

円
の

行
政

区
へ

の

産
業
組
合
の

統
合

集
中
が

､

同

時
に

､

折
返
し

県

当

局
よ

り

村
長
に

通

達
さ

れ

る
｡

｢

既

設

製
糸
組
合
ハ

何
レ

モ

部
落
組

合
ニ

シ

テ

其
ノ

区

域
ノ

一

､

､

､

､

､

ヽ

1

1

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

部
ハ

他

町

村
二

互
り

斯

テ
ハ

貴
村
内

産

業

及

統

制
上

甚

ダ

遺
憾
二

付

之

等
親
合
ハ

速
二

販

売
単
営
ト

ナ

サ

シ

メ

専
ラ

製
糸

事
業
ヲ

ナ

､

､

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

シ

其
ノ

他
ノ

事
業
ハ

新
剖

祓

組

合
ヲ

シ

テ

統
制
セ

シ

メ

以

テ

貴
村
問

経
済
ノ

堅

実
ナ

ル

発
達
ヲ

為
サ

シ

ム

ル

様
特

別
ノ

御

配

意
相

煩
度

(

6
)

此

段
及

通

牒
候
也
+

こ

の

よ

う
に

､

上

か

ら
の

強
力

な

指
示

介
入

が

な

さ

れ
､

旧

来

の

自
生

的
な

農
民
の

部
落

単
位
の

製
糸
産
業
組
合
は

､

町

村
一

円

の

産
業
組
合
へ

吸

収
さ

れ
､

農
村
の

全

経

済
の

統

制
を

二
刀

化

し

て

ゆ

く
｡

こ

れ

が

戦
時
統
制

経

済
へ

の

前
提
を

な

し
て

ゆ

く
こ

と

は

明

ら
か

で

あ

ろ

う
｡

事
実

､

戦
時
経
済
の

進
行
す
る

中
で

碓
氷

社
の

組
合

製
糸
は

殆
ど

解
体

･

再

編
さ

れ

て

ゆ

く
｡

そ

し

て

十

五

年
ま
で

に

碓
氷
郡

全
十

八

町

村
す
べ

て

に

四

種
兼
営
産
業
組
合
が

設
立

さ

れ

て

い

る
｡

西

横
野
産
業
組
合
は

､

こ

う
し

て

在
村
で

の

農

村
対

策
と

上
か



理

事

鈴
木

伊

勢
太

郎

上

原

岩

音

塩

谷

喜
造

須
藤

永
三

郎

松
本

松
三

郎

新
井

藤
蔵

上 上 上 中 上 中蓋

れ

る
｡

こ

の

時
の

理

事
は

､

以

下
の

通
り
で

あ
右

｡

ら
の

国

家
的

介
入
の

中
で

､

昭

和
十

一

年
一

月
二

七

日

に

認

可
さ

っ

て

専
務
理

事
が

決
定
さ

れ

る

が
､

そ

れ

は

須

藤
永
三

郎
で

あ
っ

(

7
)

( 6 3 ) 戦時経済体制下 に お け る 産業覿合

中 新 後 武 飯

山 井 藤 者 野

茂 重 四 寅 広
三 三 万 吉

郎 郎 書

下 中 中 中 中

経

歴

村
長

貴
会

長

区

長
貴
重
実
行

組

合

長

養
蚕
実
行

組

合

長

元

碓

氷
産

業

銀

行

放

井
田

支

店

長

島
留
養
蚕

実

行

組
合

長
､

村
議

､

在
郷

軍
人

分
会

長

貴

会

絶

代
､

青

年
学

校
数

諭

前

中

瀬
観

合

長
､

元

村

長

村
長

村
議

､

中

瀬
組

合
長

元

村
議

右
の

よ

う
に

､

産
業
組
合
の

役
員
は

､

村
長
が

組
合
長
と

な

り
､

そ

の

他

村
議

､

区

議
な

ど

村
の

有
力

者
が

名
を

つ

ら

ね

る

と

同

時

に
､

養
蚕
実

行
取
合
長

､

製
糸
産
業
組
合
長

､

元

銀
行

支

店
長

な

ど

資
産
が

上

中
ク

ラ

ス

の

経
営
的

才

覚
の

あ

る

者
が

多
く

占
め

る
｡

そ

し

て
､

実
際

､

十
一

年
七

月
二

十
日

理

事
の

中
か

ら

互

選
に

よ

た
｡

彼
は

当

初

産
業
組
合
の

実
質
的

運

営
費
任

者
と

な

る

が
､

所

有
地

は
､

推
定

約
六

町
､

経

営
面

積
は

､

一

町
三

反
五

畝
の

手

作

(

8
)

地

主
で

あ
っ

た
｡

産
業
組
合
の

上
か

ら

の

設
立

契
機
と

そ

れ

を

在
地
か

ら

受
け
と

め

担
っ

て

ゆ

く

層
の

対

応
を

見
出
し

う
る

も
の

と

思

う
｡

(

1
)

西

横

野
村
役

場

『

昭

和
十

一

年
村
勢
要

覧
』

に

よ

る
｡

(

2
)

｢

西

横

野
村

経

済

更
生

基

本

調

査
+

『

昭

和
十
二

年
度

経

済

更
生

基
本

調

査
並

計
画
書
』

(

群

馬

県

議

会

図

書

室

所

蔵
資
料
)

｡

(

3
)

前

掲

資
料

｡

(

4
)

西

横

野
村
の

更

生

運

動
は

聞

き

と

り
に

よ

る

と

恐

怖
の

回

復
期

と
い

う
こ

と

も

あ
っ

て

殆
ど

な

さ

れ

て

い

な
い

と

い

う
｡

(

5
)

群

馬

県

『

昭

和

十
一

年
産

業
組

合

設
立
』

書

類
｡

(

6
)

前

掲
書

類
｡

(

7
)

前
掲
書

類
｡

(

8
)

所

有
地

推

定

は
､

西

横

野

村
役
場
『

明

治

四

三

年

選

挙

人

名

簿
』

の

地

租

割

に

よ
る

｡

経
営

面

積

は
､

昭

和
十

二

年
頃
の

『

耕
作

者
名

簿
』

(

西

横

野

農

協
所

蔵
資
料
)

に

よ

る
｡

こ

の

よ

う

に
､

時

期
の

ズ

レ

が

あ

る

た

め
､

あ

く

ま
で

推
定
で

あ

る
｡

三

西

横
野
村
産
業
組
合
の

展
開

過

程

川
出

資
株
主

3 ∂7



一 橋論叢 第七 十 巻 第四 号 ( 6 4 )

出
資

一

口

の

金

額
は

十

円
で

あ

り
､

第
一

回
の

払

込

金

額
は

一

口

に

つ

き
､

金
一

円
で

あ

り
､

配
当
金

は

払

込
金
に

充

当

す
る

も

の

と

さ

れ

た
｡

組
合

員
は

必

ず
一

口

以

上

出
資
す

る

も
の

で

あ

る
｡

設
立

当

時
の

出
資
十
口

以
上
の

株
主

は
､

十
二

ロ

が

頚
藤
永
三

郎
､

須
藤
登

､

十
ロ

が

上

原

定

吉
､

絵
本

松
三

郎
､

新
井
藤
蔵
で

あ

り

計
五

人
で

あ

っ

た
｡

上

記
氏

名
の

中
で

､

須
藤
永
三

郎
が

専

務
理

事
で

あ

る

こ

と

は

の

べ

た

が
､

そ

の

他
上

原

定
吉

､

松
本

舷

三

郎
､

新
井
藤
蔵
は

理

事
で

あ
っ

た
｡

耕
作
地

は

そ

れ

ぞ

れ

上

原

が
一

､

一

三

町
の

中
農

､

松
本

松
三

郎
は

推

定
九

町

所

有
の

手

作

地

主
､

新

井
は

､

七

町

所
有

､

一

･

九

九

町

耕
作
の

手

作
地

主
で

あ

り
､

藤
蔵
は

､

碓
氷
社

社

長
新
井
高
四

郎
の

息

子
で

あ

る
｡

こ

の

よ

う
に

､

十
口

以
上

所

有
の

五

人
が

西

棟
野
村
産
業
組
合
の

中

心

人

物
で

あ

り
､

手
作
地

主
､

中
農
層
ク

ラ

ス

で

あ

っ

た
｡

と

く

に

村
内

第
一

の

寄
生

地

主

(

約
二

十

町
)

の

飯
野
藤
太

郎
は

参
加

し
て

い

な
い

こ

と

が

注

目
さ

れ

る
｡

産
業
組
合
の

資
金

は
､

村

内

の

二

叔
の

手

作
地

主
層
が

多
く

出
し

て

い

る

と
い

え
る

｡

す

な
わ

ち
､

設
立

時
の

組
合

員
数
三

八
三

人
､

出
資
口

数
七

六

〇
口

の

七

%
を

先
の

五

人
で

占
め

て

い

る

こ

と

に

な

る

の

で

あ
る

｡

こ

の

後
､

昭

和

十
二

年
一

月
の

第
一

回

総
会
で

須
藤
永
三

郎
は

村
長
鈴

木
伊

勢
太

郎
に

か

わ
っ

て

組
合
長
に

就
任

す
る

｡

仏

製
糸

組
合
の

合

併
問
題

西
棟

野
組
合
で

は
､

昭

和
十

三

年
一

月

十

四

日

に

碓

源
組
合

､

中

瀬
組

合
と

の

合

併
問
題
に

関

す
る

最
初
の

役
員
会
を

開
い

て

い

る
｡

十

九

日

に

は

先
の

製
糸
組
合
の

会
談
を

開
い

た

が

失

敗

す
る

｡

な

ぜ

な

ら
､

当

時
組
合
は

設

立

以

来
連
年
に

亘

る

赤

字
経

営
に

3 ββ

第 1 表 各 組合 資産評価額

負 債 l 差 引資 産組 合 名

5 6
,
6 7呂ヲ3 2 ト1 7

,
8 2買8 6

円
3 8

,
8 45

.
4 6西 棟 野産 業組合

1 1
,
8 8 6 .4 1 l l O

,
5 0 4 .8 62 2

,
3 9 1

.
2 7碓 濠 産 業 組 合

1 3
,
4 3 1 ･7 8 l 6

,
1 1 1 .7 8 F 7

,
3 2 0 .0 0中 瀬 産 業 組 合

悩
み

､

十
三

年
四

月

未
決

算
で

ほ

九

五

七

円

九

五

銭
の

損
失
金

を

出
し

て

い

た

た

め

で

あ

る
｡

ま
さ

に

組
合
は

危
機
的
状

態
に

あ
っ

た

わ

け
で

あ

り
､

合

併
へ

の

促
進
契
機
は

､

酉
横

野
組

合
の

方
に

あ
っ

た
｡

製
糸

組
合

と

の

会
談

を

開
い

て

三

ケ

月

後
碓
漁

組
合

の

事
務
所
で

西

棟
野
組
合
の

役
員
会

が

開
か

れ
､

財
産
引

継
の

決
定
と

人

事
刷
新
が

行
な

わ

れ

た
｡

合

併
時
の

資
産

評
価
額
は

上
の

通

り
で

あ

る
｡

(

第
1

表
)

こ

の

よ

う
に

､

西

棟

野
組
合
は

大

幅
な

赤
字
を

抱
え

て

お

り
､

他
の

二



( 6 5 ) 戦時経済体 制下 に お け る 産業組 合

製
糸
組
合
に

比
べ

て

い

か

に

業
務

内

容
が

悪
か

っ

た

か

を

示
し

て

い

る
｡

こ

の

た

め
､

人

事
刷
新
は

､

碓
源
組
合

長
新
井
高
四

郎
が

乗
り

込
み

リ

ー

ダ

ー

シ

ァ

プ

を

と
っ

て

ゆ

く
｡

(

1
)

｢

常
務
理

事
互

選
ノ

件
新

井
高
四

郎
氏
ノ

指
名
二

一

任
シ
+

と

さ

れ
､

組
合
長
は

､

須
藤
か

ら

猿
谷

清
治

郎
に

交
代
し

､

須
藤
は

専
務
理

事
に

下

り
､

常
務
理

事
に

新
井
重

三

郎
(

中
瀬
組

合
長
)

と

新
井
高
四

郎
が

白
か

ら

参
画
し

人

事
を

一

新
す
る

｡

以

上
が

､

西

棟
野
組

合
再
建
の

中
心
と

な
る

｡

新
た

に

組
合
長
と
な
っ

た

猿

谷

清
治

郎
は

商
人
で

あ

り
且

つ

村
議
で

あ
っ

た
｡

以

後
彼
は

､

農

業
会
ま

で
一

貫
し
て

組
合
長
の

地

位
に

あ

る
｡

産
業
組
合
が

地

元

商
人

を

組
み

込
ん

で

い

る

こ

と

に

注
目

し

た
い

｡

新

井
高
四

郎
に

つ

い

て

は

先
に

簡
単
に

ふ

れ

た

が

少
し

詳
し

く

の

ぺ

る

な

ら
ば

､

彼
は

い

わ

ゆ

る
､

典
型

的
な

功
な

り

名
を

遂
げ

た

地

方

名

望

家
で

あ

る
｡

幕
末
以

来
の

酒

造

家
で

明

治
に

は

蚕

種

を

商
う
と
い

う
豪
農
層
の

出
身
で

あ

り
､

以

後
帝

国
虔
会
創
立

委

員
､

大
正

十
四

年
群
馬

県

農
工

銀

行
取
締
役

､

昭

和
六

年
碓
氷
社

(

2
)

社

長
に

就
任

す
る

｡

政

治
は

明

治
末
年
の

県

議
を

も
っ

て

止

め

て

い

る
｡

こ

の

よ

う
に

地

方

義
貞
か

ら

中
央
の

蚕
糸

業
界
へ

雄
飛

し

た

地

方

名

望
家
で

あ

る
｡

彼
の

西

横
野
産
業
組

合
へ

の

本
蒋
的
参

画
が

､

日

中
戦
争
後
の

戦
時
経

済
の

進
展
の

過

程
で

あ

り
､

町

村

末
端
へ

の

産

業
組
合
拡

充
運

動
が

､

村
当

局
の

み

な

ら

ず
地

方

名

望

家

=

｢

農
村
の

中
心

人

物
+

を

と

ら

え

た

こ

と

を

意
味
す

る
｡

彼
の

理

事
参
画
は

､

産

業
組

合
へ

の

農
民

組
織
化
に

対

し

地

域

住

民
に

与

え

た

影
響
は

大
き
い

｡

｢

碓

淑

組
ハ

合
流
二

関
ス

ル

契
約
二

基
キ

所
属
組
合
ニ

シ

テ

現

二

西

横
野
村
二

居

住
ス

ル

者
ハ

挙
テ

西

横

野
組
合
二

加
入
セ

シ

メ

基
ノ

出

資
払

込

済
分
ハ

西

横

野
村
組
合
持
ロ

ニ

対
シ

全

部
払
込
ヲ

(

3
)

為
サ

シ

ム

ル
+

と
あ

る

よ

う
に

､

組
合
員

､

出
資
額
の

増
加
に

よ

り
こ

れ

以

降
西

棟

野
村
組
合
は

発
展
の

軌
道
に

の

っ

て

ゆ

く
｡

合

併
問
題
が

転
機
で

あ
っ

た
｡

す

な
わ

ち
､

村
当

局
の

指

導
に

よ
っ

て

上

か

ら

創
業
さ

れ

る

産

業
組
合
は

当

初
か

ら

経

営
危
機
に

陥
る

｡

こ

れ

を

軌
道
に

の

せ

る

の

は

他
の

部
落
産

業
組
合
の

統
合

集
中
に

よ
っ

て

の

経
営

基
盤
の

拡

大
で

あ

り
､

人

的
に

は
､

商
人

､

手

作
地

主
､

地

方
名

望

家
の

三

者
の

結
合
に

よ
っ

て

い

た
｡

運

営
､

資
金

､

農
民
の

組
織
化
を

ヽ

ヽ

ヽ

成

功
さ

せ

る

カ

ナ

メ

は

手

作
地

主

層
で

あ
っ

た

と

い

え

よ

う
｡

(

1
)

次
に

各

事
業
内

容
に

入
っ

て

み

て

ゆ
こ

う
｡

矧
一

般
的
事
業
概
況

β6 ∂
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第 2 表 組合 員数 ( 人)

法 人其 ノ他エ 業l 商業l 農業全

0

0

】7

2

0
ノ

0
ノ

5

7

5

′

n
)

8

8

1

2

2

3

3

3

3

4

4

4

3 8 3

3 9 2

4 12

4 3 0

4 (i2

4 7 0

4 7 3

1 0 2 4

昭 和1 1 年度末

1 2

1 3

1 4

15

1 6

1 7

1 8

注 1 8 年末 は農業会に な っ た た め 取合 員が 急 増 した

第
2

表
の

組
合

員
数
は

､

昭

和
十

五

年
で

ほ

ぼ

頭
打

ち
に

な
る
｡

西

棟

野
村
の

専
業
農

家

は

三

九

九

戸
､

全

点
家
は

四

四

二

戸

で

あ
る

か

ら
､

農

業
者
全

体

を
ほ

ぼ

組
織
す
る

の

は
､

昭

和
十
四

-
五

年

頃
と

考
え

ら

れ

る
｡

又
､

商
業
者
が

当

初
か

ら

十

名

程
参

第 3 表 出資金 ( 円)

加
し
て

お

り
､

こ

の

産
業
組
合
が

地

元

商
人

を

巻
き

込
ん

で

発
展

し
て

い

る

こ

と

を

知
る

｡

と

く
に

､

法
人

加
入

に

注

目

し

た

い
｡

十
三

年
か

ら

急
増
し

､

十

五

年
で

ピ

ー

ク

に

達
す
る

｡

こ

れ

は
､

産
業
組
合
に

､

農
事
実

行

組
合

及

養
蚕
実
行
組

合
を

組
織
し
た

こ

と

に

よ

る
｡

す

な

わ

ち
､

戦
時
農
業
生

産
力

体

系
の

組
織
形

態
た

る

産
業
組
合
と

農
事
実
行

1 2 1 1 3 1 1 4 1 1 5 】 1 6 1 1 7昭 1 1

4
,
5 2 0 .-

3 3
,
6 4 4

.
2 0

0

1
,
7 8 0 .

3 6

1
,
2 76 .6 7

4 5
,
1 0 0 . -

3 1
,
7 9 6 .2 1

0

1
,
1 3 3 .2 0

1
,
9 5 2 .9 6

4 4
,
7 0 0 . -

2 9
,
6 7 4 .7 3

0

3 5 7 .3 6

3
,
0 8 5 .7 4

4 3
,
4 5 0 . 一

2 7
,
53 ∂. 15

13
,
3 0 0 . -

1
,
3 6 0 .9 5

4 2
,
5 5 0 .-

2 1
,
6 7 4 .-

1
,
8 0 0 .-

- 2 0 6 .6 0

7
,
6 8 0 . -

1
,
3 5 0 .-

7
,
3 0 0 .-

- 1 17
.
5 1

7
,
6 0 0 . -

7 6 0 .-

2
,
0 0 0 .-

- 22 1 .5 9

出資金

出資払

込 金

借入 金

準 備金

剰余 金

組
合
の

結
合
は

､

ほ

ぼ

昭

和

十

∽

五

年
段
階
で

整
備
さ

れ

て

く
る

｡

第
3

表
か

ら
､

出
資
金
に

つ

い

て

み

れ

ば
､

昭

和
十
三

年
が

一

つ

の

転
期
で

あ
る

｡

こ

れ

は

先
の

統
合
集
中
に

よ

る
｡

借
入

金
に

つ

い

て

は
､

十
四

年
迄
で

､

十
五

年
以

降
は

零
と

な

る
｡

そ

し
て

逆
に

十
五

年
以

降
は

準

備

金

を

積
立

て

い

る
｡

借
入

金

先

は
､

群

馬
県

信
用
組
合
連
合
会

で

あ

り
､

四

分
四

厘
の

低
利

資

金
で

あ

っ

た
｡

当

初
の

低

利

資

金

依
存
を

昭

和
十

五

年

段
階
に

脱
す
る

と
い

え

る
｡

剰
余
金

を

み

れ

ば
､

十

四

年

以

降
黒
字
に

転
じ

､

十

五

年
度

を

ピ

ー

ク

に

下

降
し
て

ゆ

く
｡

以

上

か

ら

昭

和
十
五

年
前
後

に

西

横
野
産
業
組
合
の

組
織
体



( 6 7 ). 戦時経済体 制下 に お け る産業組合

制
の

整
備
と

そ

の

業
務
内

容
は

､

安

定
的
な

確
立
の

段
階
に

達
す

る

と

同

時
に

､

す
で

に

崩

壊
の

傾
向

を

示

し
て

い

た

こ

と
が

判
明

し

よ
>

フ
｡

㈲
信
用

事
業

農
民
へ

の

貸
付

金
に

つ

い

て

第
4

表
か

ら

見
て

み

よ

う
｡

一

人

当
平
均

貸
付

額
は

一

貫
し

て

増
大

し

て

ゆ

く
｡

そ

れ

に

対

し
､

昭

和
十
三

年
以

降
貸
付

人

貞
は

一

貫
し
て

減
少

す
る
｡

十
四

年
以

降

は
､

六

〇

人

台
か

ら
五

〇
人

台
へ

と

減
少

す
る

｡

こ

れ

は
､

総
戸

数
が

､

五

四

〇

戸
で

あ

る

こ

と

に

対

し
､

極
め

て

限
ら

れ

た

農
民

に

し
か

貸
付

ら
れ

て

い

な
い

こ

と

を

示

す
｡

し

か

も
､

0

1
一

〇

〇

円
の

貸
付

人

員
は

一

貫
し
て

減
少

す
る

の

に

対
し

､

一

〇
〇

円

以

上

大
口

貸
付
が

増
加
す
る

｡

す
な

わ

ち
､

産
業
組
合
の

フ

ァ

シ

ズ

ム

期
の

性
格
が

､

一

部
上

層
貴
家
に

限

定
し
っ

つ
､

比

較
的
多
額
の

年
賦
貸
付

を
､

年
利
八

分

程
度
の

低
利
で

貸
付

ら

れ

た

こ

と

に

示
さ

れ

て

い

る
｡

そ

れ

に

対

し
､

そ

れ

以

下
の

層
に

は
､

実
行

組
合
費
任
で

､

つ

ま
り

部
落
単
位
の

責
任
で

貸
付

ら
れ

た
｡

第
5

表
で

､

実
行

組
合

の

貸
付

件
数
と

金

額
は

増
加

し
て

い

る
｡

し

か

し
､

村
内

十
一

の

農
事
実
行
組
合
に

対

し
､

十

七

年
セ

も

七

組
合
で

あ

り
､

金

額
も

第 4 表 貸付 金 ( 年度末現在高)

1 7
′

h
Ul1 51 2 1 1 3 1 1 4昭和叫

9 5 6 .0 1

( 2 4)

4
,
0 7 8 .0 0

( 1 8)

1
,
8 6 1 .8 0

( 2)

S
,
0 1 4 .0()

( 5)

4

)

-7

)

0

)

5

7

∠

U

2

0

1

8 6 .

日

払

P

O O .

(

8

0
ノ

0

4

1

3
,
3 4 0 .0 0

( 1)

8

)

8

)

0

)

4

4

′
L

U

2

0

1

0 9 .

ロ

6 6 .

〇

〇〇.

(

+7

1

0

1

2

1

l

)
′

0

)

0

)

8

8

7
′

0

0

3

7 8 .

ぴ

3 7
.

(

0 〇.

(

9

∩

フ

5

4
,
97 0 .5 3

(1 2 4)

1
,
85 6

.3 1

( 1 1)

円
2

,
9 0 7

.
7 9

( 1 1 0 人)

1 0 9 .5 0

(1)

円

0 ′
} 1 0 0

1 0 0 ′ } 5 0 0

5 0 0 ′ 〉

10 0 0

1 0 00 ′ }

2 0 0 0

2 0 00 ′ }

1 4
,
0 1 5 .8 1

( 4 9)

9
,
4 1 6 .2 1

( 5 1)

4
,
8 7 6 .1 6

( 5 7)

4
,
4 1 6 .5 7

( 6 7)

6
,
8 2 7 .0 4

(1 3 5)

3
,
0 17 .2 9

( 1 11)
合 計

2 9 8 .2 71 9 6 .1 78 5 . 556 3 .5 65 0 .2 027
.
1 8

一 人 平 均
貸 付額

3 7J



一 橋論叢 第 七 十 巷 第 四 号 ( 6 8 )

第 5 表 法 人 ( 実行叡合) 貸付

1 6 1 1 71 5昭和 14 年

8 9 4 ･0 0( 2)

1
,
8 6 1

.8 0( 2)

7
,
0 1 4

.
0 0( 4)

1
,
2 7 5 .0 0( 4)

3
,
3 4 0

,
0 0( 1)

4 0 0 . 00 ( 1)
円 件

1 5 7 .9 5( 1)
円

1 0 0 ′ } 5 0 0

5 0 0 ′ 〉 1 0 0 0

10 0 0 ′ } 2 0 0 0

2 0 0 0 ”

4 00 ･0 0叫 4 卵 0 0( 5)t 9
,
7 剛 0( 7)合 計t 1 5 7

･
9 5( 1)l

個
人

貸
付
よ

り
ー
低
い

｡

だ

が
､

戦
時
体

制
の

進
行
の

中
で

､

部

落
単
位
の

融
資
に

よ

り
､

実
行

組
合
へ

の

部
落
農
民
の

依
存

組

織
化
が

す
す

み
､

資
金

的
に

も
､

産
業
組
合
1
実
行
組

合
-
農
民

の

支

配
･

組
織
体

制
が

固
ま
っ

て

い

っ

た

の

で

あ

る
｡

農
民

は
､

旧

来
の

地

主

等
の

個
人

高
利

貸

的
支

配
か

ら
､

部
落
実

行
組

合

の

低
利
資
金
へ

の

切

り

換
え
に

ょ

っ

て

人

格
的
従

属
の

面
は

薄

れ
て

い

っ

た

も

の

と

思
わ

れ

る
｡

し
か

し
､

返
済
不

能
の

場
合
は

部
落
有
力

者
へ

の

依
存
が

強
ま

り
､

前
よ

り
一

層
部
落
が

農
民

第 6 表 貯金 ( 年度末現在高)

の

生

殺
与

奪
の

権
を
も

つ

よ

う
に

な
っ

て

く
る

｡

こ

の

点
に

つ

い

て

は

後
で

再

び

ふ

れ

よ

う
｡

貯
金
に

つ

い

て

は

第
6

表
か

ら

明

ら
か

と

な
る

｡

合

計
金

額
､

人

員
と

も

増
加
の

一

途
を

た

ど

り
､

昭

和
十
三

年
度
以

降
は

､

遵

1 6 】 1 71 2 1 13 1 1 4 】 1 5桓和叫
9

,
7 0 4 .1 6

(2 8 3)

4 7
,
7 3 6 .5 7

( 1 9 5)

5 6
,
7 9 4 .8 4

( 8 0)

5 8
,
3 4 2 .2 8

( 4 4)

4 4
,
5 6 1 .7 7

( 1 9)

4 3
,
4 4 6 .4 6

( 1 1)

亡
J

)

0

)

0

)

7

)

8

)
0
0

)

7

4

8

5

4

4

7
0
ノ

7

3

7

4

0 45 .

挿

0 2 2 .

叫

5 7 2 .

ぴ

3 43 .

P

O5 9 .

〇

57 9 .

(

0
ノ

4

7

】7

2

5

9
,
3 2 4 . 72

( 4 3 7)

1 2
,
9 4 3 . 8 9

( 57)

13
,
5 82 . 0 8

( 2 0)

1 7
,
57 5 . 62

( 13)

5
,
0 8 7 . 65

( 2)

8
,
3 8 3 .2 4

( 3 8 5)

1 1
,
5 3 8

.
5 2

( 6 0)

4
,
7 3 4 .8 4

( 6)

9
,
2 9 5 .9 4

( 7)

5
,
5 0 4 .7 2

(2 7 2)

4
,
8 5 3

.
7 3

( 3 0)

2
,
5 0 7

.
3 0

( 4)

2
,
0 6 2 .2 1

(2)

1 0 0 .6 0

( 4 5)

1 1 1 .
2 5

( 1)

円
5 . 8 0

( 2 1 人)

5 8
,

詣宣言l
1 6 5

,

笛言冒i
2 6 0

,

笥2冒
1 5 1 .1 2 1 2 8 6 .0 5 Ⅰ 41 2 .3 2

1 4

筍3壬l
3 3

,

謁…;
2 1 1 .8 5

( 4 6)

5 .8 0

( 2 1)

円
0 ” 1 0 0

1 0 0 ′} 5 0 0

5 0 0 ′ }

1 0 0 0

1 0 0 0 ′ 〉

2 0 0 0

2 0 0 0 ′ )

3 0 0 0

3 0 0 0 ′ }

合 計

一

人 当平

均 貯金額
4 8 .

4 7 1 7 4･ユ39 .0 70 .2 8

3 7 溜



牛
三

倍
程
度
に

資
金
を

急

増
さ

せ

て

い

る
｡.

十
五

年
迄
は

0

-
一

〇

〇

円

層
が

増
加
し

､

そ

れ

以

降
は

減
少

す
る

｡

そ

れ

に

対

し
一

〇

〇

円

以

上

貯
金

者
は

毎

年
増
加

し

て

い

る
｡

こ

の

こ

と

は
､

毎

年
貯
金

額
が

各
人

増
加
し
て

い

る

(

さ

せ

ら
れ

て

い

る
)

と
い

っ

て

よ

い
｡

十
七

年
に

は

三

〇

〇

〇

円

以

上
が

十
一

名
に

達
し
て

い

る
｡

十

七

年
の

貯
金
人

員
は

六
三

二

名
に

達
し

､

酉

横
野
村
の

戸

数
五

四

〇

戸

程
度
を

は

る

か

に

越
え

(

貯
金
は

家

族
員
も

含
む

た

( 6 9 ) 戦時経済体 制下 に お け る 産業組合

第7 表 農 民還 流率 ( = 貸付金絶類/貯金蕊額)

1 6 1 1 7年度l昭和1 3 年い4 l 1 5

割 合 l 4 6 % t 13

め
)
､

ほ

ぼ

す
べ

て

の

農
民
が

貯
金

を

産
業

組

合
に

集
中
し

た

も
の

と

考
え

ら
れ

る
｡

貸
付

人

貞
の

五

〇

1
六

〇

人

程
度
の

限

定

的
な

も
の

と

比
べ

て

対

照

的
で

あ
る

｡

そ

こ

で
､

貯
金
の

何

パ

ー

セ

ン

ト

が

農
民
に

還

流
し
て

い

る

か

調
べ

て

み

ょ

う
｡

(

第
7

表
参
照
)

右
の

よ

う
に

､

十
三

年
以

降
一

貫
し

て

下

降

し

て
､

十

六
･

七

年
に

は
､

農
民
の

貯
金
の

中

で

五

%

し
か

農
民
に

貸
付

ら
れ

て

い

な
い

｡

こ

の

農
民

資
金
は

､

県
信
連
と

群
馬
大

同

銀

行
を

通
じ

て

中

央
に

吸
い

上

げ

ら
れ

､

戦
時
経

済
=

国

家
独

占

資
本
へ

｢

協
力
+

し

て

い

る

の

で

あ

る
｡

(

第
.

8

表
参
照
)

第8 表 預金 運 用 状況 ( 年度預入先)

県 信 連 l 群 尾 大 同 銀 行 1 合 計

%

1 0 0

1 0 0

1 0 0

1 0 0

1 0 0

1 0 0

1 0 0

1 0 0

H

6 7 1 .2 0

1
,
4 2 7

.0 5

2 8
,
6 2 9

.
2 2

6 2
,
0 0 0

.
9 8

2 9 7
,
1 5 3 .

7 9

6 1 0
,
7 7 0

.
7 9

5 5 4
,
1 7 5 .8 2

8 0 1
,
9 7 3 .8 7

%

亡
J

8

0
ノ

0

0

4

1

2

4

3

円

2 7
,
7 1 9

.
9 3

5 0
,
73 3 .

2 2

1 72
,
5 93 .5 3

2 17
,
7 72 .3 1

2 4 0
,
01 1 . 7 6

%

1 0 0

1 0 0

1 0 0

5 5

8 2

7 1

6 0

7 0

円

6 7 .2 0

1
,
42 7

.0 5

28
,
6 2 9 .

2 2

3 4
,
2 8 1

.
0 5

2 4 6
,
42 0 .5 5

43 8
,
1 7 7

.
2 6

3 3 6
,
4 6 3 .5 1

5 61
,
9 6 2 .1 1

年1

2

3

4

5

′

h
)

7

8

ロ兼｢昭

ま

さ

に
､

産
業

組

合
が

農
村
に

お

け

る

独

占

資
本
へ

の

資
本

転
化
の

経

済
基

盤
と

し

て

の

役
割
を

果

す

の

が
､

こ

の

段
階
で

あ

る

こ

と

を

看
取

す

る

こ

と

が

で

き
る

｡

昭

和
十

六

年
度
に

は
､

｢

貯

金
二

就

テ

ハ

貯

蓄
思

想

ノ

奨
励

卜

各
種
販

売
代

金
ノ

(

5
)

振
替
制
ヲ

実
施
シ
+

と

あ

り
､

強
制
貯
蓄

が

行
な

わ

れ
､

戦
時

経
済
の

農

村
エ

ー

ジ

ェ

ン

ト

と

し
て

農
民

収
奪
を

強
め

た

の

で

あ

る
｡

さ

ら

に
､

先
の

貸

∽



一 橋論叢 第七 十 巻 第四号 ( 7 0 )

(

6
)

付

金
の

使
途
に

つ

い

て

は
､

｢

生

産
資
金
ノ

貸
出
二

重

点

ヲ

置
キ
+

｢

主
ト

シ

テ

養
蚕
資
金

､

一
麹

転
族
購
入

資
金

､

畜
牛
購
入

資
金
ニ

(

7
)

放

出
+

と

あ

り
､

こ

れ

が

当

然
一

部
上

層

農
家
に

対
し

て

で

あ

る

こ

と

は

疑
い

え

な
い

｡

と

く
に

､

十

八

年
に

は
､

自
作
農
創
設

事

業
に

よ

る

増
産
推

進
の

た

め
､

年
三

分
二

厘
の

低
利
資
金

貸
付

を

因
っ

て

い

る
｡

こ

う
し
て

､

農
業
生

産
力
の

基
礎
と

し

て

の

中
堅

農
家

を

維
持

擁
護
し

な
が

ら
､

農
民

大

衆
の

国
家
独

占
的
資
本
収

奪
を

徹
底
し

､

そ

れ

に

よ

る

中

堅

農
民
の

動
揺
は

部
落

有
力

者
支

配

体

制
の

中
に

封
じ

込

め
る

と
い

う
構
造
が

展
開

す

る
｡

産
業
組
合

-
実

行
組

合

こ

そ
､

そ

の

横
杵
で

あ
っ

た
｡

㈲

販

売

事
業

販

売

取
扱

数
量
は

､

第
9

表
か

ら

昭

和
十
六

年
を
ピ

ー

ク

に

以

後
下

降
す
る

｡

小

麦
の

増
産
奨
励
と

産
業
組
合
に

よ

る

取
扱
数
量

ほ
､

十

五

年
で

ビ

ト

ク

に

達
す
る

｡

大
麦
は

､

十

六

年
で

あ
る

｡

こ

れ

は
､

戦

時
経

済

下
の

農
業
生

産
力
の

動
員
と

そ

の

破

綻
に

対

応
し
て

い

る

の

で

あ

ろ

う
｡

た

だ
､

米
の

み

は

増
大

し
て

い

る
｡

昭

和
十

九

年
産
業
組

合
が

農
業
会
に

再
編
さ

れ

て
､

販

売

高
は

米
が

一

一

四

八

石
か

ら
一

八

五

〇
石
へ

､

小

麦
が

二

八
四

石
か

第 9 表 販 売 取 扱 数 量

桓和叫 1 6 1 1 71 3 1 1 4 I 1 51 2

2 4
,
8 0 6 .1 3 0

1
,
1 8 4 .

1 2 5 .0

1 1 4 8 .8

3 0 5
,
2 6 5 .9 5

2 6
,
8 0 6 .0 4 8

1
,
7 4 5 .2

4 9 5 .5

2 2 5
.
2

1
,
5 飢

･

6 1 9
,
1 4 8 .6 7

2 6
,
33 9 .

2 1 0

2
,
01 1 .6

1 2 7 .0

7 8 2 .4

1
,
4 9 5 .

2 3 5
,
6 1 3 .4 9

6 6 7 .2

1 2 8 . 0

3 0 . 4

13 9

5 1 5 .2

1 3 5 .5

5 2
.8

8 6 2

1 4

5 8 1

2

繭 ( 貫)

小 麦 ( 石)

大 麦 ( 石)

玄 米 ( 石)

木 炭 ( 俵)

版 売 総 額 ( 円)

ら

四

三

七
一

石
へ

増
大

し
て

指?
U

い

る
｡

こ

れ

は
､

も

う

農
民

の

協
同

組
合
と
い

う
よ

り

政

府
の

行
政

機
関

で

あ

り
､

強

制
供
出
組
織
で

あ

り
一

応
産

業
組
合

と

区

別

し
て

考
え

る

必

要
が

あ

る
｡

そ

の

意

味
で

､

農
民

の

｢

下
か

ら
+

の

産
業
組
合
へ

の

組
織
化
と

集
中
は

昭

和

十

五
､

六

年
段
階
で

そ

の

限

界

点
に

達
し

た

と

い

え

る

で

あ

ろ

う
｡

で

は

次
に

､

産
業
組
合
へ

の

農
民

統
合
の

客
観
的

条
件

に

つ

い

て

見
よ

う
｡

こ

の

村

の

経

済
構
造

を

反

映
し

て
､

昭

和
十

六

年
の

販

売

価
額
割

合
ほ

､

繭
が

七

二

%
､

小

麦

が
一

九

%
､

米
が

五

%

と

産



業
組
合
へ

の

結

集
は

圧

倒
的
に

養
蚕

繭
に

よ

る

の

で

あ

る
｡

そ

こ

で
､

西
横
野
産
業
組

合
の

南
柏

場
と

全

国
の

繭
相

場
を

比

較
し
て

み

ょ

う
っ

(

第
1 0

表

参
照
)

昭

和
十

四
･

五

年
が

繭
価
の

好
景
気
と

い

え

る
｡

昭

和
恐

慌
時

の

繭
価
が

､

一

貫
当
り

､

二
､

三

円

台
で

あ
っ

た

こ

と

に

比
べ

､

太

平
洋

戦
争
直
前
が

十
円

台
に

の

せ

て

い

る

こ

と

は

農
村
の

安
定

( 7 1 ) 戦時 経済 体制 下 に お け る 産業組合

第 10 表 西横 野産業組合 と繭相 場

1 6 年 l 1 7 年1 5 年昭 和1叫 1 4 年

8 . 4 9 】 8 .5 11 1 .0 1

年 度

産業覿 合l 5ヨ8l 7 .3 2

2488 .3 11 0 .3 11 0 .1 54 .7 9全 国平均

を

示
し

て

い

る
｡

こ

の

よ

う
な

､

農
民

的

商
品
生

産
の

有
利
な

条
件
と

､

さ

ら
に

右

に

示
さ

れ

る

よ

う
に

全

国

平
均
の

繭
相

場

よ

り

産
業
組
合
販

売
の

方
が

有
利
な

価
格

で

販
売
し
え

た

と
い

う
条
件
が

結
び

つ

い

た

と
こ

ろ
に

農
民
の

｢

自
発
性
喚
起
+

の

成

功
の

条
件
が

あ
っ

た

と

い

え

よ

う
｡

販

売
に

お

け
る

系
統
化
に

お

い

て

ほ

群

馬

県
販

売
組
合

連
合
会
へ

小

麦
､

大

麦
､

米
穀
は

一

〇

〇

%

集
中
さ

れ

て

い

る
｡

繭

は
､

十
五

年
ま
で

産
業
組
合

取

扱
は

す
べ

て

碓
氷
社
に

販

売
さ

れ

て

い

る
｡

昭

和
十

四

年
で

は

村
内
の

繭
産
額
の

六

剖
を

産
業

組
合
が

支

配
し
て

い

た
｡

小

麦
は

､

十
二

年
で

村
内
生

産
の

五

割
を

支

配
し

て

い

た
｡

い

わ

ば
､

こ

の

二

つ

の

農
民
の

商
品

生

産
を

掌
握
し

た

こ

と

が
､

産
業
組

合
発
展
の

･

基
礎
で

あ
っ

た
｡

こ

の

よ

う
に

､

産
業
組
合
は

､

大

正

期

以

降
昭

和
十

年
代
前
半

に

急

速
に

展
開
さ

れ

る

小

商
品

生

産
農
民
の

自

発
性
を

巧
み

に

国

家

的
誘
導
の

う

ち
に

､

戦
争
体
制
=

食
糧
増
産
へ

と

リ

ン

ク

さ

せ

組
織
化

を

成

功
さ

せ

た

の

で

あ

る
｡

こ

の

過

程
は

同

時
に

戦
時
農

業
統
制

機
構
の

形
成

過

程
で

も

あ
っ

た
｡

こ

の

二

重
の

過

寒
に

､

日

本
フ

ァ

シ

ズ

ム

期
の

官
僚
統

制
と

農

民
の

自
発
性
の

矛

盾
･

対
立

の

奥
深
い

基
礎
が

あ

る

の

で

あ
る

｡

㈲

購
買
事
業

第
n

表
に

そ

の

概

要
を

示

す
｡

合

計

購
買
金
額
は

､

昭

和
十
五

年
ま
で

一

貫
し
て

増
大
し
て

い

る

が
､

そ

れ

以

降
低
下

す

る
｡

内
訳
で

は
､

肥
料
買
入

額
は

､

十

六

年
ま
で

増
加
す
る

が

以

降

低
下

す
る

｡

日

用

品
で

は
､

十

五

年
が

ピ

ー

ク

で

あ

る
｡

肥
料
の

中
で

は
､

硫
酸
カ

リ

が

十
四

年
で

ピ

ー

ク
､

過

燐
酸
は

､

十
五

年

で

ピ

ー

ク
､

か

ろ

う

じ
て

､

硫
安
と

大
豆

粕
が

､

十

七

年
ま
で

増

加
し
て

､

伯

を

補
っ

て

い

る
｡

肥
料
が

､

貴
業
に

お

け
る

主
薬
な

生

産
手
段
で

あ

る

こ

と

を

考
え

る

な

ら

虚
業
生

産
に

与

え
る

影

響

渕



一 橋論叢 第七 十 巻 第四 号 ( 7 2 )

第 11 表 購買 事 業 (単位 円) 仕 入

1 6 】 1 7

3 3
,
2 0 7 .3 2

1 2
,
8 4 3 .7 4

2
,
9 1 5 . 8 1

3
,
8 93 .2 9

4 8 9 .4 2

4 93 .0 6

0

2
,
8 9 6

.
7 9

9
,
8 7 3

.
2 1

3
,
1 3 5 .0 1

1
,
3 6 1 .7 7

1 1 .1 9

1 6 1 ユ 7

1 6
,
8 1 5 . 52

昭 1 1 1 1 2 よ 1 3 1 1 4 1 1 5

3 9
,
1 6 4 .3 8

1 1
,
7 3 8 .4 9

1
,
4 8 6 .0 6

4
,
7 5 8

.
1 8

1
,
4 0 0 .5 3

1
,
0 5 2

.
4 7

1
,
9 71

.
92

8
,
4 7 9 .3 6

8
,
2 7 7 .3 7

3
,
4 2 4 .5 6

9 2 6 .1 8

9 2 7 .4 8

1 5
,
8 2 7

.
7 4

6 6
,
8 7 5 ･ 1 6l 55

,
3 4･3 ･

7 3

3 8
,
78 6

.5 4

8
,
8 0 3

.
0 7

2
,
4 7 0 .4 5

7
,
1 3 3 .2 0

9 6 0 .3 7

3
,
7 0 6 .8 9

3
,
4 1 1 .5 6

6
,
6 5 9 . 4 2

5
,
6 41 .5 8

3
,
3 7 6 .0 2

4 8 2
.5 8

8 5 0
.6 8

2 5 8
.0 0

9 3 9 .5 0

1 8
,
0 8 6 .1 6

6 8
,
6 4 0 .9 7

3 6
,
0 5 5 .7 3

8
,
8 1 8 .2 5

1
,
4 71 .3 0

6
,
3 0 5 .3 3

1
,
1 0 5 .1 5

1
,
8 0 7 .6 0

5
,
3 1 7 .6 0

1 0
,
5 1 7

.5 0

7 1 3
.
0 0

8 5 5 .1 5

1 8 0 .2 8

1 69 .9 0

4 4 8 .4 0

2
,
1 2 0 .5 3

1 3
,
8 3 2 .7 2

2 2
,
1 2 0 .1 4

9
,
0 6 9 .2 4

1
,
3 4 4 .7 1

6
,
4 4 7 .1 6

7 3 1 .6 4

3
,
2 45 .1 1

1
,
2 8 2 .2 8

9 2 .0 0

1 0
,
8 8 0 .6 7

9
,
8 6 7

.4 8

4
,
4 8 3 .4 0

3 9 7
.1 0

2
,
7 9 5

.9 0

7 2 .0 0

1
,
6 5 0 .6 8

4 6 8 , 4 0

1 1
,
7 7 1 .1 7

1
,
92 5 .2 0

3 5 4
. -

1 2 0 . -

2 2 2 . -

2 1 2 .

一

1
,
0 1 7

.2 0

5
,
2 8 3 .7 5

肥 料

硫 安

大 豆 粕

過:隣酸石 灰

石 灰 窒 素

硫 酸 加 旦

魚 肥

配 合 肥 料

其 ノ 他

畠 蚕 兵

員業用 材料

薬 品

燃 料

家 畜 飼 料

日 用 姓 貨

合 計 l 7
,
2 0 9 ･1 5l 2 1

,
63 8 . 6 5l 3 6

,
4 1 1 .8 6l 5 8

,
4 2 9 .

2 1

は

明

ら
か

で

あ

ろ

う
｡

産

業
組

合
に

お

け
る

購
買
事
業
は

､

こ

指
(
ノ

J

の

肥

料
を

中
心

に

な

さ

れ

た

の

で

あ
る

｡

全

席
買
価
街
中
肥

料

の

割
合
は

､

十

三

年
が

六

〇

%
､

十
五

年
が

五

六

%
､

十

七

年

が

六

〇
%

と

ほ

ぼ

六

剖
を
一

貫
し

て

占
め

て

る
｡

又
､

農
蚕

具
､

農
業
用

材

料
が

十
四

年
以

降
増
加

し
て

い

る

の

は
､

戦
争
の

進
行
に

よ

る

農
村
の

人

手
不

足
が

農
機
具
の

購

入

を

必

要
と

し
た

の

で

あ

る
｡

次
に

､

第
1 2

表
か

ら
､

西
棟

野
産
業
組
合
の

県
購
連
と

商
人

の

購
入

割
合
で

あ

る
｡

こ

れ

で

み

る

と
､

肥
料
合

計
額
の

県

購

連
購
入

割
合
は

､

創

業
の

十
一

年
を

例
外
と

し

て

除
く

と
､

十

三

年
が

最

高
の

九
三

%
で

あ

り
､

十
五

年
か

ら

は
､

逆
に

下

降

し
､

十

七

年
に

は

三

六

%
に

な
っ

て

い

る
｡

こ

れ

は
､

六

四

%

を

地

方

肥
料
商
に

依
存
し
て

い

る

こ

と

を

示

し

て

い

る
｡

戦
争
経
済
に

よ

る

肥

料
の

縮
小

は
､

産
業
組
合
を

し
て

､

上

か

ら
の

産
業
組

合

拡

充

運

動
の

基
本

目

標
た

る

上

級

機
関
へ

の

系
統
化
に

反
対

し

て

で

も
､

地

方

肥
料

商
ル

ー

ト

を

拡

大
さ

せ

た

の

で

あ

ろ

う
｡

と

く
に

､

硫
安

､

過

燐
酸

､

硫
酸
加
旦

な

ど

化

学
肥

料
が

十

四

年
以

降
上

級
機
関
へ

の

依
存
を

弱
め

て

い

る
｡

こ

れ

は
､

実
行
組

合
を

昭

和
十

四
､

五

年
頃
に

殆
ど

産
業

相

合
に

再
編
す

る

こ

と

に

よ

っ

て
､

従

来
の

自
生

的

な

地

方

肥

料



商

-
実

行
組
合
の

結
合

を

持
込

ん

だ

こ

と

に

よ

る
｡

す
な

わ

ち
､

地

方

肥

料
商
1
産
業
組
合

1
実

行

組
合

-
農
民
の

線
と

県

購
連
-

産

業
組

合

-
患
民
の

線
と
い

う
二

本
の

線
が

競
合
し

た

の

で

あ

る
｡

そ

し

て
､

前
者
の

線
が

十
五

年
以

降
増
大
し

て

い

る

こ

と

は
､

戦

時
統
制

機
構
の

線
を

弱

め
る

も

の

で

あ
っ

た
｡

日

用

姫
貨
に

お

い

て
､

多
い

も
の

は

米
と

弟
穀
で

二

〇

%

を

占

( 7 3 ) 戦時経済体 制下 に お け る産業組 合

第 12 表 肥 料 の 県購速 か ら の 購入 割合 ( 単位% )

711 3 1 1 4 】 1 5 1 1 6l毘引 1 2

2 8

1 3

一
3 6

5 5

1 0 0

5 9

5 2

6 7

5 7

2 9

3 5

7 2

6 6

ア2

6 6

7 7

6 6

8 9

3 2

9 3

0

7

0

8

ハ

u
ノ

0

8

1

9 9

00

9 2

9 1

8 2

一

9 1

1

7 5

6 6

68

一

9 〇

一

8 5

一

1 0 0

1 0 0

1 0 0

10 0

1 0 0

硫 安

大 豆 粕

過 :降 酸

石 灰 窒 素

硫 酸 加 里

魚 肥

配合 肥 料

其 ノ イ也

4 8l 6 81 4 819 31 0 0l 7 7合 計l

め
､

そ

の

他

砂

糖
､

織
物

顆
､

荒
物
類

で

あ
る

｡

こ

の

よ

う

な

購
買
事
業
の

拡

大
の

な
か

で
､

地

元

商
人

を

指
定

配

給
所
と

し

て

産

業
組
合
の

末
端
に

組
み

込
ん

で

発
展

し
た

｡

以
上

の

よ

う
に

､

産
業
組
合
は

､

地

方

肥
料
商
及
び

一

般
商
人

を

駆
逐

･

支

配
し

な

が

ら

展
開
し
て

い

っ

た

が
､

そ

れ

も

昭

和
十
五

年
頃
ま

で

で
､

農
業
の

流
通

過

程
の

合

理

化
が

戦
争
遂

行
と

い

う

至

上

命

令
を

背
景
と

し

な
が

ら

も
一

定
の

農
民
の

利
益

と

自

発
性
に

支

え

ら

れ

る

限
り

で

あ

り
､

戦
争
経

済
の

深
ま

り
､

物
資
の

不

足
､

統

制
の

強

化
は

､

逆
に

産
業
組

合
と

地

方

肥

料
商
と

の

結
び

つ

き

を

強
め

さ

せ

て

い

る
｡

こ

の

よ

う
に

､

産
業
組
合
の

自
主

性
は

､

つ

ね

に

戦

時
統
制
の

強

化

と

矛

盾
す
る

面
を

も
っ

て

い

た

の

で

あ

る
｡

官

僚
統

制

と

農
民
の

自
発

性
の

矛

盾
は

､

十

九

年
日

本

肥
料
株
式

会
社

-
産
業
組

合
へ

の

配

給
一

元

化
､

農

業
会
へ

の

再
編
へ

の

這

を

必

然
化

す
る

の

で

あ

る
｡

m

利
用
事
業

産
業
組
合
の

利
用

料
収
入

は
､

製

米

機
､

製

粉

機
､

製

麦

機

(

以

上

は

昭

和
十
二

年
か

ら
)

､

乾
繭
装

置
(

昭

和
十

五

年
か

ら
)

の

使

用
料
で

あ
る

｡

利
用

料
の

最

高
は

､

昭

和
十
六

年
の

二

五

五

〇

円
で

あ
る
｡

そ

れ

以

降
急

減
す

る
｡

そ

れ

で

は
､

以
上

の

四

種

事
業
を

ま
と

め

て
､

西

横

野
産
業
組

合
の

営
業
構
造
を

明
ら

か

に

し
て

お

こ

う
｡

㈲

ま

と
め
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第 13 表 西 棟野産業組合の 収入 割合 ( 単位 % )

卜硝 1 1 年L 1 2 817113 】 1 4 J 1 5 】 1 6

3

0

4

一
.

C

4

7

0

3

2

1

01

2

8

3

1

2

-7

0

2

2

1

1

01

っ

J

8

3

2

2

5

0

3

1

1

1

01

′

q

7

2

4

1

′

0

0

1

3

1

01

2 4

1

0

0

4

5

0

4

0

1 0

5

0

っ
J

3

1

2

0

3

3

1

〇.

〇
.

1 0

1

0

〇.

1 0

0〔〕

001

貸付 金 利 息

販 売 歩合 金

購 買 益 金

利 用 料

預 金 利 息

配 当 金

総 収 入

第
13

表
に

､

営
業
内
容

と

く
に

､

産
業
組
合
の

収

入

割
合
を

掲
げ
る

｡
L

,

貸
付

金
の

収
入

割
合
が

､

最
高

の

年
度
は

十
五

年
で

あ

り
､

販

売
歩
合

金
は

十
六

年
､

購
買
益

金

は

十

四

年
､

利

用

料
は

十
五

年
が

最
高
の

割
合
に

達
し

た

年
度
で

あ

る
｡

す
な

わ

ち
､

産
業
組
合

の

対

農
民

営

業
と

し
て

基

本

的
事
業
た

る

四

種
事
業

に

つ

い

て
､

昭

和
十

四

-

十

六

年
が

戦
前
に

お

い

て

比

較
的

健
全
で

安

定

的
な

内

容
を

示

し
て

い

る

も
の

と

考
え
ら

れ

る
｡

そ

れ

に

対

し
､

資
金
の

農
外

運
用
に

よ

る

預
金

利

息

は

昭

和

十
六

年
以

降
急
速
に

比

率
を

高
め

､

十
八

年
に

は

十

四

指3

%
に

達
し

て

い

る
｡

産
業
組

合
の

寄
生

的

性
格
(

=

農
民
に

対

す

る

寄
生

性
)

と

国
家

独

占
資
本
の

エ

ー

ジ
ェ

ン

ト

的
性
椿
を

明

日

に

示

す
｡

さ

ら

に

配
当

金
の

割
合
は

､

農
民
へ

の

貸
出
を

制
限

し
､

上

親

系
統

機
関
へ

の

出
資
払

込

を

拡

大
す

る

中
で

増
加

し
て

ゆ

く
が

､

こ

れ

も

産
業
組
合
の

収
入

構
造
上
の

寄
生

的
性
格
を

示

す
｡

こ

の

よ

う
に

､

当

該
産
業
組

合
に

お

い

て
､

昭

和
十
五

年
段
階

が
一

つ

の

転
換
点
に

な
っ

て

い

る

と

考
え

う
る

｡

そ

れ

は
､

当
初

上
か

ら
の

行
政

的
テ
コ

入

れ

を

受
け

､

昭

和

十

年
代

前

半
ま
で

の

農
民
の

小

商
品
生

産

的

展
開
の

上
に

､

一

定
の

生

産
的

上

層
農
民

=

中

堅

人

物
を
つ

か

み

な
が

ら
､

一

応
の

安
定

的
な

経

営
態

勢
を

確
立

し

た

産
業
組
合
は

､

十

年
代

後
半
か

ら

急

速
に

寄
生

的
反

動

的
性
格
を

強

め

な
が

ら
､

国

家
独

占
の

直

接
的

収

奪
機
関
に

転
化

し
､

協
同

組

合
の

も

つ

農
民

的
性
楷
を

根
底
的
に

奪
わ
れ

､

天

皐

制
フ

ァ

シ

ズ

ム

の

農
村
統
制

機
関

と

し
て

完
成

す
る

｡

そ

れ

だ

け

に
､

こ

の

推
転

過

程
は

､

農
民
の

自
主

性
=

生

産
者

的
欲

求
を

官

僚
的
に

組
み

込
も

う
と

し

た

天

皇

制
フ

ァ

シ

ズ

ム

の

畠
村
内

部
の

固
有
の

矛

盾
を

形
成

す

る

の

で

あ

る
｡

(

1
)

『

西

横

野
産
業
組

合

役

員
会

書
類
』

(

西

棟

野
農

協

所
蔵
)

｡



( 7 5 ) 戦時経 済体 制下 に お け る 産業組合

(

2
)

群
馬

県

『

昭

和

七

年
移

住

推

事
』

(

県
議

会
図

書

室

所

蔵
)

所

収
の

｢

新

井
高
四

郎

略
歴
+

に

よ

る
｡

(

3
)

前

掲

『

役
員
会

書

類
』

｡

(

4
)

以

下

す
べ

て

の

事

業

内

容

統

計
は

､

昭

和

十
一

年
か

ら

十

八

年

■
の

西

横

野

産

業

組

合

事
業

報

告

書
に

よ

る
｡

但
し

､

昭

和
十

一

年
度

十
二

年
度

決
算
は

同

年

十
二

月

末
十
三

年
度

以

降
は

翌

年
三

月

末
で

あ

る
｡

(

5
)

『

第

六

回

通

常

稔

会

決

議

録
』

(

同

農

協
所
蔵
)

｡

(

6
)

同

決

議
録

｡

(

7
)

『

第
七

回

通

常

総

会

決

議

録
』

｡

四

総

括

西
棟

野
産
業
組
合
を

一

事
例
と

し
た

昭

和
十

年
代
=

戦
時
経

済

体
制
下
の

産
業
組
合
の

展
開
は

次
の

こ

と

を

明

ら
か

に

し

て

い

る
｡

産
業
組
合
の

設
立

契
機
は

､

農
村
に

お

け

る

｢

社
会
不

安
+

の

対

策
と

し

て

村
当

局
の

上
か

ら
の

強
制

的

設

置
の

要
素
が

強
か

っ

た
｡

そ

の

た

め

当
初

経
営
は

成

功
し

な
い

｡

そ

れ

が
､

手
作
地

主
､

中
農
を

担
い

手
に

商
人
の

指
導
の

下
に

農
民
の

一

定
の

自
発
的
組

織
化
に

成

功
し
そ

の
一

応
の

安

定

的

経
営
を

確
立

す
る

の

が

昭

和

十

五

年

頃
で

あ
る

｡

し

か

し
､

こ

の

過

程
は

､

戦
時
農
業
統
制
機

構
の

一

環
に

転
化

す
る

過

程
で

も

あ
っ

た
｡

十
五

年
以

降
は

､

国

家
独

占
に

よ

る

農
民

資
金
の

収

奪
機
関

化
､

そ

し
て

小

稿
の

始
め

に

の

ぺ

た

よ

う
に

政

策
的
に

農
業
用

資
材

､

農
産
物
の

割
当

､

供

出
機
関
化
さ

れ
､

産

業
組
合
の

寄
生

性
と

官
僚
性
を

極
大

化

す
る

｡

し

か

し
､

こ

の

よ

う
な

戦
時
経
済

体

制
と

農
民
の

自
主

性
-
自

発

的
覿
織
性
の

矛

盾
は

､

産
業
組
合
の

経
営
悪
化
と

上

級

系
統

機
関

へ

の

統
制
の

乱
れ

な

ど

畠
民
の

抵
抗
を

生
み

だ

す
｡

こ

の

よ

う
な

国
家

独

占
の

利
害
と

農
民
の

利
害
の

対

抗
と

矛

盾
の

産
物
と

し

て

産
業
組

合
が

あ
る

｡

こ

の

矛

盾
の

暴

力
的

｢

解
決
+

が
､

フ

ァ

シ

ョ

的
統
制
で

あ
っ

た
｡

次
の

引
用
は

昭

和
十

四

年
の

群

馬
県
勢
多
郡
北

橘
村
の

例
で

あ

る
｡

｢

購
買
代
金
は

､

収

穫
期
に

出
荷
額
か

ら

清

算
さ

れ

る
｡

配

給

が

出
荷
と

密
接
に

関
連
づ

け
ら

れ

て

い

る

結
果

蒐
荷
統
制
も

一

〇

〇

%

近
い

｡

実
行
組
合
を

通

過
せ

ず
自
由
販

売

を

取
て

行
へ

ば
､

資
材
の

配
給
を

拒
否
せ

ら
る

か

で

あ

り
､

生

活
自
体

を

不

可

能
に

(

1
)

す
る

か

ら
で

あ

る
｡

+

こ

う
し

て
､

産

業
組
合
は

､

農
村
の

昭

和
十

年
代

前
半
ま
で

の

小

商
品
生

産
の

展
開
の

上
に

貞
民
の

一

部
の

自
発
的
組

織
化

を

巧

み

に

戦
争
体

制
へ

と

リ

ン

ク

さ

せ

な

が

ら
､

戦
時
統
制
機
構
へ

転

(q
U

化

し
て

ゆ

く
｡

こ

こ

に

フ

ァ

シ

ズ

ム

期
の

官
僚
統

制
と

新
た

な

農

3 7



一 橋論叢 第七 十巻 第四 号 ( 76 )

民
の

自

発
性
と
の

矛

盾
･

対

抗
の

厳
し

さ

が

あ
る

｡

こ

の

た

め
､

矛

盾
｢

解
決
+

の

た

め

の
､

つ

ね

な

る

上
か

ら
の

権
力

的
介
入
が

く

り

返
さ

れ

る
｡

昭

和
十
五

年
の

貴
会
法
改

正
に

よ

る

農
会
へ

の

農
事
実
行
組
合
の

組
織
化

は
､

産
業
組
合

1
農
事
実

行

組
合
の

自

律
的
運

動
に

対

す
る

対

策
で

あ

る

し
､

十
六

年
の

農
林

､

商
工

両

次

官
通

達
に

よ

る

部
落
会

と

農

事
実
行
組
合
の

役
員
と

区

域
の

同

一

化

命
令
も

､

農
民
の

新
た

な

生

産
力

的

展
開
と

自
発
性
を
つ

ね

に

国

家
が

上
か

ら

先

取

り

し
､

自
己
の

制
縛
下
に

お

こ

う

と

す
る

対

応
で

あ
っ

た
｡

こ

の

国
家
と

農
民
の

矛

盾
･

対

抗
は

､

昭

和

十

八

年
の

産
業
組
合
の

農
業
会
へ

の

再
編

統
合

を

必

然
化

す
る

｡

さ

ら
に

､

二
言
付

加
え

て

お

け
ば

､

日

本
フ

ァ

シ

ズ

ム

を

既

成

(

2
)

の

名

望

家

糾
合

方

式
と

し

て

と

ら

え

る

考
え

と
か

､

従

来
の

天

皇

制
国

家
の

再
編

･

く

り

返

し

と

し
て

と

ら
え

る

こ

と

は

正

し

く

な

い
｡

農
村
で

の

新
し

く

成

長
し
て

き

た

小
ブ

ル

ジ
ョ

ア

層
の

要
求

と

動
揺
性
に

依
拠
し

な
が

ら

下
か

ら
の

自
発

性
喚
起
と

そ

の

統
合

を

狙
っ

た

新
し
い

支

配

形

態
で

あ
る

と

考
え

た

い
｡

な
お

､

農
村
の

名

望
家
で

あ
っ

た

新
井

高
四

郎
は

､

昭

和
二

十

謝

年
ま
で

産
業
組
合

･

貞
業
会
の

理

事
を

努
め

､

そ

の

直
系
新
井
藤

蔵
は

､

酉

横

野
村
の

大

政

翼
賛
会
の

指

導
者
と

し

て

フ

ァ

シ

ズ

ム

の

尖
兵
と
な
っ

て

ゆ

く
｡

産
業
組
合
運

動
の

推
進
者
た

る

手

作
地

主

層
が

村
の

フ

ァ

シ

ョ

運

動
の

支

柱
と
な
っ

て

ゆ

く
｡

わ
れ

わ

れ

は
､

今

後
こ

の

日

本
フ

ァ

シ

ズ

ム

支

配
体

制
の

社

会

経

済

構
造
を

明

ら
か

に

し
た

い
｡

こ

の

た

め

に

は
､

国

家
に

よ

る

旧

来
の

伝
統

的
な

農
村
の

名

望
家

支

配
=

地

主

的
支
配
体

制
と

大

正

期
以

降
､

新
た

に

成
長
し

て

き

た

農
業
生

産
力
の

担
い

手
た

る

中

農
層

･

手

作
地

主

層
の

国
家

的
統
合
=

小
ブ

ル

ジ

ョ

ア

的
支

配

体

制
の

構
築
と
い

う
､

こ

の

二

層
の

支
配
関
係
を

正
し

く

統
一

し

て

理

解

す
る

こ

と

が

必

要
で

あ

ろ

う
｡

(

1
)

産

業
組
合

中

央
会

『

優
良

慶
事

実

行

組

合
に

関

す
る

調

査
』

H
､

〇
五

-
六

頁
｡

(

2
)

日

本

政

治

学

会

編

『

｢

近

衛

新

体

制
+

の

研

究
』

､

(

一

九

七

二

年
)

の

序

説

升

味
準

之

輔
氏
に

は

こ

の

考
え

が

強
い

｡

(

一

橋

大

学
大

学

院
博

士

課

凄
)




